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教 師 国 内 研 修 と は

1. 研修概要
　教師国内研修は、講義、インタビュー、フィールドワーク等を実施し、その経験を国際
理解教育・開発教育の実践に役立てていただくための研修プログラムです。
（「教師海外研修」の代替え研修として実施いたします）

2. 研修のねらいとゴール
　世界でも、地域でも、そして学校でも、誰もが安心して暮らせる「誰一人取り残さない」
社会づくりにかかわる問題には、共通するものがあるはずです。本研修では、多文化共
生社会、持続可能な社会の実現を目指し、世界、国内、地域の問題を自分事として捉えて、
まずは教室から実践できる次代を担う子どもたちを育成することをねらいとします。
　日本から海外に渡った日本人移住者の歴史や、海外から日本に戻ってきた人々の暮らし
等に触れることを通して、多文化共生について理解を深めていただきます。研修で得た知
識や経験をもとに、「持続可能な社会」「誰一人取り残さない」をテーマとした参加型学習
教材（ワークショップ）作成を研修のゴールとします。

3. 応募資格
　神奈川県と山梨県の学校現場で国際理解教育・開発教育に取り組んでいる、または関
心を持ち、研修および報告会の全日程に参加可能な教員等で、所属長の推薦が得られる方。

4. 研修期間
　2021 年 7 月～2022 年 3 月　全 8 回と国内フィールドワークを実施

日　程 行　程 内　容

1 回目 7 月 3 日 オリエンテーション 研修内容の確認、チームビルディング

2 回目 7 月 10 日 開発教育 「開発教育教員セミナー基礎編」への参加

3 回目 7 月 17 日 日系人 資料館見学、日系ゲストトーク

フィールド
ワーク 8 月 7 日、8 日 多文化共生 いちょう団地、愛川町、鶴見地区での

フィールドワーク

4 回目 8 月 21 日 多文化共生 多文化共生、ワークショップ体験

5 回目 9 月 4 日 ワークショップ作成 ワークショップの作成

6 回目 9 月 18 日 ワークショップ作成 ワークショップの作成

7 回目 10 月 2 日 ワークショップ作成 実演 & フィードバック会

− 10 月～12 月 各自授業実践 各所属先にて授業実践

8 回目 1 月 16 日 ワークショップの
ブラッシュアップ ワークショップのブラッシュアップ

報告会 2 月 20 日 報告 「SDGsよこはま」で最終報告会

日 程

氏　名 学　校　名 学年  ・  担当教科

菊池 史織 公文国際学園中等部・高等部 中等部 2 年
英語

金城 裕哉 横浜市立高田東小学校 5、6 年
外国語

小島 寛子 横浜市立横浜商業高等学校 1～3 年
英語、国際

鳥原 大嗣 横浜市立東野中学校 2 年
数学

三枝 涼輔 横浜市立梅林小学校 特別支援学級

森 倫範 横浜医療専門学校 生物学

渡辺 香 横浜市立長津田小学校 6 年
英語、習字

参 加 者 一 覧 （ 五 十 音 順 ）
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ワークショップのねらい
● 積極的に他者と関わり 、心の距離を縮める
● 自身の持つ考え 、価値観を見つめるきっかけとする
● ものごとを広い視点・視野でとらえることができる

概要
　フランス発祥のカードゲームにヒントを得て作成したワークショップです。2 枚のカード
に、どの組み合わせでも必ず同じイラストがあります。自己紹介や、好きな食べ物、好きな
アニメ、好きな教科の話をしてからゲームをすることで少しずつ相手との仲が深まり効果的
なアイスブレイクとなります。
　カードの中心には一つのイラストが他のイラストよりも大きく描かれています。そのイラ
ストをヒントに状況に合わせた人数でのグルーピング＝班編成が可能となっています。
　次に、編成された班でグルーピングについて意見を交わすことで、自分の意見との相違に
気付くことができます。自分と同じ考えに安堵したり、これまで気づけなかった新しいもの
のとらえ方を知り、驚いたりするでしょう。どのようなグループを作ったのか意見を発表し、
クラスで共有することで、より多くの気付きが得られると考えます。
　新たな観点でものごとをとらえる一つの大きなきっかけになればと願っています。

教材内容
● ふりかえりシート
● グルーピングドブルカード（55 枚 1 セット）
● グルーピングドブルカードに描かれたイラスト一覧

　ドブルは 55 枚の円形のカードです。それぞれに 50 種類以上のマークのうちから 8 つが描
かれています。どの組み合わせでも 2 枚のカードに共通したイラストが必ず描かれています。
　私たちが作成したグルーピングドブルは、それぞれのカードに8 つのイラストが描かれて
いるところは同じですが、真ん中に位置するイラストは大きくしてあります。この大きなイ
ラストを用いてグループ分けをすることもでき、活動班の人数は、授業者が設定できるよう
になっています。

● グルーピングドブル ●
～だれひとり 、とりのこさない～

所要時間 50 分 準備する
もの

グルーピングドブルカード
グルーピングドブルカードに描かれたイラスト一覧
ワークシート1 グループの人数 4~6 名

※グルーピングドブルカード（第 2 世代）
　グルーピングドブルカード（初代）での実践をもとに、グルーピングが誰でも容易にできることを目的として、イラストの再考を行

い完成した。グループは、ボール・食べ物・花・野菜・洋服・虫・うみの生き物・陸の生き物・鳥の 9 つ。1 グループ 6 つのイラスト
が割り当てられているので、このカードを用いてグルーピングすることで最大 6 人の班を 9 つまでつくることができる。9 つのルー
プの他に、グルーピングに話し合いが生まれそうなキャラクターを「問キャラ」として3 つ（やどかり・くじら・かたつむり）設定した。

あ な た に と っ て 多 文 化 共 生 と は ？
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■進め方

導入 アイスブレイクのために、クラスでドブルを行う。

ファシリテーターの動き
ドブルカードの説明をする。
一人 1 枚グルーピングドブルカードを配る。
参加者の活動

ドブルを行う(はじめに時間を指定する)。
➀自己紹介のあと、与えられたテーマについてお互いに意見を交わす。
     例 :好きな食べ物、好きなアニメ、好きな教科
➁自分のカードと友達のカード、どちらにもあるイラストを見つける。

新しい発見はあったかな?
できるだけたくさんの人とドブルをしてみよう。

クラス全体で関わることができるようにする｡

※応用 1:勝ち抜きドブル
ドブルで対戦して同じイラストを早く見つけた方が勝ち｡ 負けた人はドブルカードを渡す｡
時間内で最も多く獲得した人が勝者となる｡

※応用 2:あいうえおドブル
真ん中のイラストを日本語で表す｡ あいうえお順に並べる｡
タイムを計測していく｡ もしくは､同条件の他のクラス､ユニットとタイムを競う｡

※応用 3:アルファベットドブル
真ん中のイラストを英語で表す｡ アルファベット順に並べる｡ 授業の始めに毎回行い､
タイムを計測していく｡ もしくは､同条件の他のクラス､ユニットとタイムを競う｡

展開①
（10分）

ドブルカードの真ん中のイラストを用いてグルーピングを行う｡

グループで集まりましょう。
カードの真ん中のイラストがヒントです。

ファシリテーターの動き
グルーピングを促す｡
グルーピングの様子を見て､必要であれば声がけをする｡
参加者の活動

カードを見せ合いながら､グループで集まる｡

どのような班ができるのか､いくつできるのか､想定されるような発言をしないようにする｡

※応用 1 :活動の際の発話を制限

グループで集まって下さい。
ただし、ここからはおしゃべりはできません。

単純な活動なので、非言語活動としても目標は達成できる。
発話できることでコミュニケーションがいかに容易になるかを体感させたい。

発話が制限されている時、意思疎通においてどのようなことを感じたか、班で意見を交わす。

話しができないことで、どんなことを感じましたか?

発話が制限されることで､意志疎通においてどのような違いがあったか､
その違いをどのように感じたかを意識できるようにする｡

発話によりコミュニケーションがいかに容易､有益になるかを認識し､
この後の活動において積極的に考えを伝え合うように働きかける｡

展開②
（5分）

全体でグルーピングの確認を行う｡

リーダーを決めて下さい。
みんなは何のグループですか?　班に名前をつけましょう。

ファシリテーターの動き
クラス全体の様子を見ながら､着席を促す｡
参加者の活動

グルーピングした者同士で班を作り､着席する｡
リーダーを決め(､班の名前を考え)る｡

発展
（20分）

まず､個々にグルーピングを考える｡
班でグルーピングを考える｡

グループってそれだけかな?
たくさんいるのにひとりぼっちだったらどんな気持ちだろう。

ファシリテーターの動き
本時の活動で使用したイラスト一覧(もしくはグルーピングドブルイラスト一覧)を班ごとに配る｡
参加者の活動

自分のグルーピングについて考える｡
自分の考えを発表し､班でグルーピングについて考える｡
班の考えをクラスのみんなに発表する｡
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なるほど!　と思う考えはあったかな?

見方が広がると、味方が増える。視覚的な情報や、既知の事実だけにとらわれずに、
物事を柔軟に多角的にとらえることができるように働きかける。

※応用 1
ロイロノートを使用してグルーピングを行い、意見を共有する。
ロイロノートにて、57 のイラストを個々のカードとして送る。
シンキングツールを使ってグループ分けを行い、考えを記す。
提出したものを共有し、同じカードを使用してグループ分けを行った際の相違について認識
する。

まとめ
（5分）

ふりかえりシートを記入する

ファシリテーターの動き
ふりかえりシートを配る｡
共有したい考えがあれば､その場で発表させる｡
参加者の活動

今日の活動をふりかえり､個々にシートに記す｡

実生活においても人とつながりを持つときに､
｢多様性｣のあるとらえ方､考え方ができるような気付きを共有したい｡

イラスト出典：「いらすとん」http://www. i rasuton.com/

■イラスト一覧

■ボール
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■花■食べ物



14 15グルーピングドブルカードグルーピングドブルカード

■野菜 ■洋服



16 17グルーピングドブルカードグルーピングドブルカード

■虫 ■うみの生き物
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■陸の生き物 ■鳥



グルーピングドブル　ふりかえりシート
	 	 	 	 	 	 　　年　　組　番号　　　名前　　　　　　　　   

１．「なかま」と「グループ」のちがいは何ですか。

２.グルーピングの中にびっくりするものや、なるほどと思うものはありましたか。

３.今日の活動を通して感じたこと、考えたことを書きましょう。

４．グルーピングでみんなの意見を聞いてみたいものはありますか。

2120 グルーピングドブルカード
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児 童 生 徒 に 伝 え た い ! 教 員 に 伝 え た い !多文 化共生について 多文 化共生について
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ワークショップのねらい
● 自分の周りにも外見からは分からないが 、悩みや不安を抱えた人がいることに気づく 。
● 外見からは分からない悩みや不安を理解するために 、自分にできることを考える 。
● 外見からは分からない自分が抱えている悩みや不安を 、相手に伝えようとする 。

概要
　私たちは J ICA 横浜の教師国内研修で、日系人や日本人海外移住者、外国につながる子ど
もたちなど、マイノリティーの人々が、周りの人と違うことで不安な気持ちを抱いたり様々
な苦労をされたりしていることを知りました。そのような人々が「助けるべき存在」として
ではなく、対等な存在として生きることできる社会、多文化共生社会を目指すにあたり、「私
たちにできることは何だろう。」と考えました。その結果、「違いを自分事として捉え、相手
の立場に立って、相手を思いやること」の必要性、重要性に行き着きました。

 誰しも外見からは分からない人には言いにくい悩みや不安があります。このワークショッ
プ「たぶん、か」では、参加者に外見からは分からない悩みや不安を抱えた人物になりきって、
遊びに行く場所を決めるというロールプレイを行なってもらいます。活動を通して、自分の
周りにも悩みや不安を抱えている人がいるかもしれないということ、そういった人たちのた
めに自分ができることを考えるきっかけにしてもらうことがねらいです。そして、このワー
クショップを通して「違いを自分事として捉え、相手の立場に立って、相手を思いやること」
ができる人が増えていけば、多文化共生社会を創ることは、「たぶん、可」能になると思います。
それが、このワークショップ「たぶん、か」に込められた私たちの願いです。

教材内容
● 外見カード
● 内面カード
● 行き先カード
● 振り返りシート

● たぶん、か ●
～みんなで 、遊びに行こう～

所要時間 50 分 準備する
もの

外見カード、内面カード
行き先カード、振り返りシート1 グループの人数 4~6 名

■進め方

導入
（3分）

参加者を 1 班 4~6 名のグループに分け、座らせる。

　人には外見からは分からない、人には言いにくい悩みや不安があると思います。
みなさんの中にも、そういう経験がある人がいるかもしれません。

　そこで、本日の授業では、『外見からは分からない悩みや不安に気づき、日常生活
の中で自分にできることを考える。』というテーマで、活動をします。

なりきり
自己紹介
（5分）

外見カードの説明

　今からこの班の中で外見カードのキャラクターになりきって自己紹介をしても
らいたいと思います。今から、先生がお手本を見せますね。

自己紹介の模範演技披露

　それでは、みなさんも外見カードのキャラクターになりきって自己紹介をして
みてください。

外見カードの配布となりきり自己紹介
　外見カードを配布して、参加者に 1 枚ずつ引いてもらい、自己紹介をしてもらう。

参加者の活動
外見カードを用いて自己紹介をおこなう。 （2 分間）

内面カード
の

説明と配布
（5分）

内面カードの説明

　次に内面カードを引いてもらいます。内面カードには、その人の悩みやその人
が抱えている事情が書かれています。人が内面に抱えている事情は目に見えない
ものなので、絶対に相手に見せないようにしてください。もし、内面カードの内
容が理解しづらい、表現しにくいなと感じたりした場合には、1 回までは引き直し

ても構いません。

内面カードの配布
  内面カードを配布し､参加者にひいてもらう｡

参加者の活動
内面カードをひく｡
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行き先の
相談
（5分）

行き先カードの配布とルールの説明
　行き先カードを配布する｡

　手元にある行き先カードが､班で遊びに行く場所の候補地です｡今から外見カー
ドと内面カードの人物になりきって､出かける場所を相談してもらいます｡ 内面
カードの内容は人には知られたくない内容なので､絶対にそれを話したり､説明
したりしないでください｡ それでは､話し合いを始めてください｡

参加者の活動
外見カード、内面カードをもとに行き先を相談する。 （3 分間）

※ファシリテーターは､ここでの目的が競争かつ 1 つの場所に決めることではないこと
  に留意する｡

一言
振り返り
（8分）

一言振り返りの説明

　今から班のメンバーがどんな悩みや事情を抱えていたのか共有しましょう。
後ほど、みんなで一斉に内面カードを見せ合うので、まずはカードを見せずに
自分の班のメンバーがどんな悩みや不安を抱えていたか予想してみてください。

参加者の活動
内面カードの内容を互いに予想し合う。 （2 分間）

内面カードの確認と振り返りの共有

それでは、今から一斉に内面カードを見せ合ってください。

参加者の活動
互いの内面カードを見せ合い意見を交換する。 （2 分間）

　どうですか、あなたは相手の抱えている悩みや不安に気づくことができました
か。また、相手はあなたの悩みや不安に気づいていましたか。
⇨ ファシリテーターは参加者に、ワークショップの感想を聞く。 （2 分間）

参加者の活動
様々な意見に耳を傾ける。

 
　今から行き先の相談をもう一回行いたいと思います。その前に、外見からは
分からない悩みや不安に気づくために、どのように話し合いを進めると良いと
思いますか。少し考えてみてください。
⇨ 参加者の反応を見ながら、各自で考えてもらう時間を数分程度とる。

行き先の
相談

〈 2 回目 〉
（5分）

内面カードの交換と行き先の相談 （2 回目）

　今からもう一度、行き先を決めていきたいと思います。外見カードは、先ほど
自分が引いたものをそのまま使ってください。内面カードは、隣の班同士で交換
をしてください。1 回目とは別の内面カードを使ってもう一度話し合いを行いたい
と思います。内面カードを交換したら 1 回目と同様に一人一枚内面カードを引い
て、相手に内面カードを見せないでください。

参加者の活動
内面カードを隣の班と交換する。新しい内面カードを引き、再び行き先の相談を行う。 
（3 分間）

一言
振り返り

〈 2 回目 〉
（8分）

一言振り返りの説明

今から班のメンバーがどんな悩みや事情を抱えていたのか共有しましょう｡ 後ほ
ど､みんなで一斉に内面カードを見せ合うので､まずはカードを見せずに自分の
班のメンバーがどんな悩みや不安を抱えていたか予想してみてください｡

参加者の活動
内面カードの内容を互いに予想し合う。 （2 分間）

内面カードの確認と振り返りの共有

　それでは、今から一斉に内面カードを見せ合ってください。どうですか、先ほ
どと比べて、どんな変化がありましたか。
⇨ ファシリテーターは参加者に、ワークショップの感想を聞いてみる。 （2 分間）

参加者の活動
様々な意見に耳を傾ける。

ワークシート
の記入
（4分）

振り返りシートの配布と記入

参加者の活動
質問 1、質問 2 について振り返りシートに記入する。 （2 分間）

質問 1

2 回目に行き先を決めるときに、あなたはどんな事を心がけましたか。

質問 2
あなたの身の周りにも、人には言えない悩みや不安を抱えている人がいるかもしれません。
それはどの様な悩みや不安だと思いますか。
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学びの共有
（7分）

学びの共有

参加者の活動
振り返りシートに書いた内容を班で発表して共有する。また、その感想を全体で発表して
もらう。

まとめ
（3分）

まとめ
　本日のまとめを行い、振り返りシートに感想を書いてもらう。

参加者の活動
振り返りシートにまとめを記入する。

行き先カード出典：「いらすとや」https ://www. i rasutoya.com/
　　　　　　　　　「 i l lus t AC」https ://www.ac- i l lus t .com

外見カード出典：「ヒューマンピクトグラム 2.0」https ://p ictogram2.com/
　　　　　　　　「 i l lus t AC」https ://www.ac- i l lus t .com

■外見カード
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外見カード

外見カード

外見カード

外見カード

外見カード

外見カード

■外見カード
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外見カード

外見カード

外見カード

外見カード

外見カード

外見カード

■行き先カード
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■行き先カード
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小学校版■内面カード
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小学校版■内面カード
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中学校版■内面カード



42 43内面カード内面カード

中学校版■内面カード
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中学校・
高等学校版■内面カード
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中学校・
高等学校版■内面カード
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教 員 に 伝 え た い !ワークショップづくり、
　 実 践 な ど に つ い て　





2021年度  JICA横浜 教師国内研修参加者作成

参加型アクティビティ教材

独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構

横浜センター（JICA横浜）

Workshop

　　学校や地域で活用できる!

多文化共生ワークショップ集
Workshop

山　折 表紙 4 / 0天

地

H1 （こちらを基準に）H4 （こちらは成り行き） 背幅 2.75 mm（ピンクの部分が左右少しずつ折れる）


